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11
月
29
日
㈭
か
ら
12
月
２
日
㈰
の
期
間
、
東
京
都
内
や
近
郊
に
30
店
舗
を
構
え
る
東
信
水
産
株

式
会
社
の
各
店
舗
で
、
青
森
県
が
誇
る
安
全
・
安
心
な
水
産
物
、
加
工
品
を
販
売
す
る
「
青
森
フ

ェ
ア
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
12
月
１
日
㈯
に
は
、
杉
並
区
荻
窪
の
総
本
店
で
、
三
村
知
事
に
よ

る
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
が
行
わ
れ
、
濱
舘
町
長
は
産
地
代
表
者
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。
町
の
特
産

「
津
軽
海
峡
メ
バ
ル
」
は
も
ち
ろ
ん
、「
中
泊
メ
バ
ル
で
チ
ン
！
」
や
「
中
泊
メ
バ
ル
せ
ん
べ
い
」、

そ
し
て
旬
を
迎
え
た
「
タ
ラ
」
を
売
り
込
み
ま
し
た
。
ま
た
、
若
手
漁
師
や
漁
業
関
係
者
を
中
心

に
組
織
さ
れ
た
「
中
泊
活
ハ
マ
ク
ラ
ブ
」
の
会
長
で
、
自
身
も
漁
師
で
あ
る
宮
下
一
也
会
長
は
、

タ
ラ
の
ア
ラ
汁（
じ
ゃ
っ
ぱ
汁
）を
試
食
提
供
し
ま
し
た
。
ま
た
、
小
泊
地
域
で
は
お
馴
染
み
の
、

昆
布
を
細
か
く
刻
ん
だ
「
ハ
タ
キ
昆
布
」
で
、
旨
み
が
増
し
て
じ
ゃ
っ
ぱ
汁
が
さ
ら
に
美
味
し
く

な
る
こ
と
を
試
食
で
紹
介
す
る
と
、
タ
ラ
と
ハ
タ
キ
昆
布
を
セ
ッ
ト
で
購
入
す
る
人
も
大
勢
い
ま

し
た
。
新
鮮
な
食
材
に
加
え
、
食
べ
方
も
あ
わ
せ
た
売
り
込
み
が
好
感
触
だ
っ
た
こ
と
で
、
販
路
・

消
費
拡
大
の
道
が
開
け
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　公共の福祉貢献に増進した人や、模範となるべき人を表彰する町善行・功労者表彰式が、11月16
日㈮総合文化センター「パルナス」で行われました。受賞者を代表し、松田耕司さんが「仲間や関係
する皆様のご支援・ご協力に感謝しています。これからも町のために取り組んでいきたい」と謝辞を
述べました。
　受賞者は下記のとおりです（敬称略）。
◆個人功労者
　　荒関　富雄 （町議会議員11年以上）
　　大川　賢一 （農業委員12年以上）
　　野上喜代次 （農業委員12年以上）
　　松田　耕司 （農業委員12年以上）
　　葛西　　誠 （農業委員12年以上）
　　佐藤久美子
　　　（小泊地域の漁業・観光振興に貢献）
◆団体功労表彰
　　小泊婦人防火クラブ （会長・中山礼津）
　　　（25年間、火災予防意識の普及活動に努め安心安全な地域の構築に貢献）

じ
ゃ
っ
ぱ
汁
に
ハ
タ
キ
昆
布
を
入
れ
て
召
し
上
が
れ

都
内
ス
ー
パ
ー
の
青
森
フ
ェ
ア
で
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

これからも町のためにお力を
善行・功労者表彰式
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　町特産物直売所「ピュア」では、買い物支援と高齢者の見守
り機能をかねた「ピュア宅配・見守り号」を運行しています。
西北地域県民局と弘前大学、町商工会の協力で、地域で生まれ、
地域で育ち、地域を助け、地域で安心して老後を迎えられる「青
森県型地域共生社会」のモデル事業として中里・武田・内潟の
３地区で始まりました。

　これからの季節は出歩けない天気が多くなり、雪で足を滑ら
せて転倒したり車がスリップしたりする危険があります。ピュ
ア宅配便だと、天候や商品の重さを気にすることなく注文でき
ます。代金は、商品代のほか１回200円の宅配料のみです。中里
地区の利用者は「新鮮な旬の野菜が手に入る。あげ物などの総
菜は、ちょうど１人分で味もいい。ピュア宅配便はとても便利」
と話し、ピュア宅配便が日常生活に馴染んでいるようでした。
　下記の電話番号へ申し込みをすると、カタログが配布されます。
新鮮な野菜はもちろんのこと、総菜や調味料、洗剤などの日用
品も取り扱っており、数にして200品目以上です。まずは利用者
登録をして、カタログを手に取ってみてはいかがですか。登録
は無料です。詳しくは下記の番号までお問い合わせください。

　町特産物販売所「ピュア」の指定管理者である㈱アクトプランと下前
漁協婦人部職員で組織される「浜のかーちゃんず（代表・長内ヱツ子）」
が、旬を迎えたタラのさばき方や調理方法を学べる料理教室を、12月
２日㈰に中央公民館で開きました。料理教室では、参加者たちが包丁の
入れ方やさばき方を学び、昆布締めやタツ刺し、子和えなど６品を作っ
て、タラを余す所なくおいしく調理しました。参加した人は「地元で獲
れた魚を、自分でさばいたことで身近に感じられるようになった」と、
地産地消促進への思いを述べました。浜のかーちゃんず代表の長内さん
は「料理教室をきっかけに、小泊の魚を家庭でも自分でさばいて食べて
ほしい」と、地元での消費に期待を寄せました。

ピュア宅配便で冬を快適に

旬のタラを余すところなく料理
浜のかーちゃんずが料理教室

こ
ん
な
に
注
文
し
て
も

宅
配
料
は
２
０
０
円
！

商品カタログ
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